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	1. 内容理解（Content Construction）

	[bookmark: _Hlk38900176]・「絵は一枚で千語に匹敵する」という英語の格言の意味を理解できる。【Part 1, 2, 3, 4】
・江戸が栄えた理由が分かる。【Part 1】
・「明暦の大火」で江戸がどうなったのかを理解できる。【Part 1】
・「明暦の大火」後に徳川将軍がとった政策を理解できる。【Part 2, 3】
・江戸の人口が増えた経緯を理解できる。【Part 1, 2】
・「自助の精神」や町火消，浮世絵といった専門語の英語説明文を理解できる。【Part 3, 4】
・「明暦の大火」後の市民の活動について知ることができる。【Part 3】
・江戸っ子の生き方について理解できる。【Part4】
・日本で生きるには災害と向き合わなければいけないことを理解できる。【Part4】
・江戸の人たちが数多くの災害を乗り越える知恵を教えてくれていることを理解できる。【Part 4】

	2. 言語リソース（Language Resources）

	2.1 文法（Grammar）

	・仮定法過去・仮定法過去完了【GC-1】
　 1.1 仮定法過去・仮定法過去完了の機能を理解し，それらが用いられた文の意味を理解することができる。
　 1.2 仮定法過去・仮定法過去完了を適切に使って，質問に対する答えを作ることができる。
・as if＋仮定法【GC-2】 
　 2.1「as if＋仮定法」を用いる際に時制がどうなるかを理解できる。
2.2「as if＋仮定法」がどのような役割を持つかを理解し，それが用いられている文の意味を理解することができる。
2.3「as if＋仮定法」を適切に使って，詩を書くことができる。

	2.2 語彙（Vocabulary）

	・次の語彙をコミュニケーションにおいて使うことができる（発信語彙）。
 名詞: population, percent, expansion, shelter, creation, damage, citizen, spirit, resident, victim,
assistance, disaster
   動詞: strike, drown, escape, crush, prevent, require, seek, organize, fascinate, occur, locate, rush, limit
形容詞: worth, enormous, sharp, generous
   接続詞: thus
   副詞: directly, rapidly, ironically, besides, frequently
・上記の語彙に加え，次の語彙の意味を理解することができる（受容語彙）。
名詞: explosion, ash, flame, shogunate, merchant, woodblock, earnings, resilience, reconstruction
   動詞: revive, collapse, reconstruct, contribute, rebuild, flourish, depict, risk, house, matter
   形容詞: resilient, resistant, voluntary, mutual
   副詞: generously
・日本の歴史や文化に関連する語彙をネットワークとして整理し，意味を理解することができる。【VN】

	2.3 慣用表現（Formulas）

	・次の慣用表現の意味を理解し，使うことができる。
句動詞: work out …, call for …, break out　 
副詞表現: what is called, … to death, when needed, … in need, at any time, time after time
   動詞表現: set out to do, prevent from doing, make an effort, take pride in …, believe in …, come and go, succeed in …

	3. ５領域におけるタスク・ハンドリング（Task-Handling in Five Domains）

	3.1 聞くこと（Listening Domain）

	・本文に関する英文を聞き，正誤を判断することができる。【R&R-1】

	3.2 読むこと（Reading Domain）

	・事実（fact）を正確に捉えて読むことができる。【CC】
・場面ごとの当時の江戸の人々の気持ちを読み取ることができる。
・理解が難しい箇所を，文脈や背景知識を活用して推測しながら読むことができる。

	3.3 話すこと（発表）（Spoken Production Domain）

	・本文の内容を理解し，RECAP SHEETを完成させ，発表することができる。【R&R-2】
・RECAP SHEETを用いながら，自分の言葉で本文内の良かったところを共有できる。【R&R-3】
・自分で作成した旅程表をクラスの前で発表できる。【MIY-3】

	3.4 話すこと（やり取り）（Spoken Interaction Domain）

	・Think-Pair-Shareの問いに対して自分の言葉で意見を述べながら，短い会話を行うことができる。（TPS）
・発表されたアイデアを英語で議論し合い，最善案を1つ選出することができる。【MIY-3】

	3.5 書くこと（Writing Domain）

	・自分のアイデアを考え，英語で表現できる。【MIY-1,2】
・災害に関する語句を理解しながら，穴埋めを行うことができる。【VN】

	3.6 領域統合（Integrated Domains）

	・交換留学生のリクエストに沿った旅程表を書き，グループで発表をして，最善策を一つ選出することができる。

	4. 学習への向き合い方と学習管理（Attitude & Learning Management）

	・教師の発問に対して積極的に反応している。
・授業中に大きな声で気持ちを込めて音読をしている。
・本課で学習した文法や語彙・慣用表現を，コミュニケーションにおいて積極的に活用しようとしている。
・日本の歴史や文化に関連する語彙や慣用表現を自分で調べ，ネットワークの充実化を図っている。
・本課の新出語彙・表現を繰り返し読んだり書いたりして，定着を図っている。
・本課の全文を10回以上音読している。【通読用本文】
・ペアワークやグループワークに積極的に参加し，責任をもって自分の役割を果たしている。
・授業の振り返り（リフレクション）を行い，学習の成果と課題を明確にしている。
・PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを通して計画的に学習を進めている。
・疑問点を放置せず，先生に質問をしたり，学習書を活用したりして解決している。



略語: GC = Grammar for Communication; VN = Vocabulary Networking, MIY = Make It Yours; R&R = Recap & 
Retell; CC = Comprehension Check; TPS = Think-Pair-Share, SSP= Skills for Sound Production

